
 

発行日 

第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 

目次: 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 

 

 

 

 この度東大阪病院では、日頃より大変お世話になっております先生方へのお礼と、より親睦を 

深めるために、昨年に引き続き「第12回病診連携懇親会」を開催いたします。 

 当院医師との情報交換はもちろん、先生方同士の交流の場としても活用いただければ幸いです。 

 
第12回病診連携懇親会のご案内 

・開催日： 2025年 5 月 17 日（土） 17：00～19：30 
 

・場 所： 〒530-0042 大阪府大阪市北区天満橋1-8-50 

      帝国ホテル大阪 5階 吉野の間 

・講 演： ①外科  太田医師 「外科手術の実績と症例について（仮）」 

      ②救急科 前島医師 「東大阪病院の変化と挑戦～2024年度を振り返って～（仮）」 

 

【昨年の講演風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年は、整形外科の福田医師より当院における手術の特徴である低侵襲手術について、また救急科の前

島医師より当院の歴史、過去から未来への取り組みについて講演いたしました。 

 今年はさらに内容を充実させ、当院の機能や将来展望について理解を深めていただけるような講演を企

画しています。 
 

【食事会】 

 春を感じられるお食事とともに、お集まりいただいた地域の先生方が和やかに交流できる場として、落

ち着いてご懇談いただけるような会を目指しております。 

 昨年の開催では和気あいあいとした雰囲気のなか、どのテーブルもお話が弾み先生方の笑顔が絶えない

懇親会となりました。ご出席の先生からは「顔の見える懇親会で大変良かった、多くの地域の先生方とも

交流を持つことができて良かった」とうれしいご評価の声をいただきました。 

 

 
 

Vol.123 
Mar. 2025 

 
開催内容 



発行日 

第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 

目次: 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 

 

 

東大阪病院 地域連携部 

【月曜日～金曜日】8：30～19：30  

【土曜日】8：30～17：00 

【昨年の食事会風景】 

 

 

 

 

 
 

 
地域医療連携室からのお知らせ 

 地域医療連携室では、地域の先生方と東大阪病院を結ぶ窓口として、第12回病診連携懇親会の運営に尽

力いたします。今年も先生方に喜んでいただける懇親会となるよう精一杯努めてまいりますので、ご多忙

中恐縮ですが、ぜひご出席賜りますようお願いいたします。ご出席の確認につきましては別途案内状にて

お知らせいたしますので、お期日までにご回答くださいますようお願い申し上げます。 

 

 なお、地域医療連携室ではこの1月から新部長が就

任し、新しい体制でスタートを切りました。 

 今般、地域の先生方からのご紹介をお受けする際の

業務改善に向けての取り組みを開始いたしました。 

 お問い合わせやご要望などに速やかに対応し、紹介

患者さんの診療や入院の依頼をお受けする際にはでき

る限り早急に回答し、先生方にご評価をいただけるよ

う結果を出してまいります。 

 

 今後も地域の先生方と連携し、医療情報の共有化を

図りながら一貫した治療が可能となるように努めてま

いります。 

＜後列＞主任:内山 部長:前川 池川 課長:宮田 
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